
十
月
六
日
に
行
わ
れ
た
「
国
際
共
生
・

協
働
の
た
め
の
青
少
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
世

界
の
中
の
一
員
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
の

意
義
や
現
状
に
つ
い
て
の
講
演
、
体
験
発

表
を
市
民
約
三
百
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
を
行
っ
た
美
術
工
芸
短
大
の

石
川
好
学
長
は
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
な

ど
を
例
に
あ
げ
「
世
界
の
ど
こ
か
で
災
害
や

事
件
が
起
き
た
と
き
に
、
自
分
な
ら
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
る
か
と
“イ
メ
ー
ジ
”
し
て

み
る
こ
と
が
必
要
」と
、
世
界
と
自
分
の
日

常
生
活
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
佐
竹
市
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流

で
市
が
果
た
す
役
割
と
し
て「
市
民
レ
ベ
ル

の
交
流
の
場
と
機
会
づ
く
り
」と「
ロ
シ
ア
、

中
国
、
韓
国
と
の
環
日
本
海
貿
易
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
面
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
」
を

あ
げ
、
よ
り
開
か
れ
た
国
際
交
流
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

イシンペイさん(前列)と下飯島町内婦人部のみなさん

聴
講
者
は

自
分
も
参
加
し
て
い

る
地
雷
撲
滅
運
動
の
代

表
が
体
験
発
表
を
し
て

み
な
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

世
界
と
交
流
し
て
い
く
に
は
、
ま
ず
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
講
演

の
内
容
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
学
校
の
み
ん

な
に
も
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴木一生さん
(豊岩中３年)

昨
今
の
ド
イ
ツ
を
語
る

姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・
パ
ッ
サ

ウ
市
か
ら
ザ
シ
ャ
・
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
独
日
協
会
会
長
を
招
い
て
「
昨

今
の
ド
イ
ツ
の
話
題
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
労
働
や
人
口
な
ど
の

社
会
問
題
を
日
本
語
で
語
り
、
少

子
・
高
齢
化
が
進
む
い
ま
、
年
金

や
税
制
度
の
改
善
・
改
革
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
説
明
。
各
国
共
通

の
課
題
に
聴
講
者
も
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

フェリックス会長(パッサウ大学教授)

国
際
交
流

ト
ピ
ッ
ク
ス

ウラジオストク市の訪問体
験を発表する武藤博子さん

パ
ッ
サ
ウ
独
日
協
会
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
会
長
来
秋

素
敵
な
交
流
…

笑
顔
は
世
界
共
通
語
！

九
月
十
九
日
か
ら
九
日
間
、
国

際
協
力
事
業
団(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

が
招

い
た
二
十
二
人
の
ア
フ
リ
カ
女
性

教
員
が
、
教
育
・
文
化
施
設
の
視

察
な
ど
の
た
め
来
秋
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
セ
ス
・
イ
シ
ン
ペ
イ
さ

ん(

ル
ワ
ン
ダ)

は
、
中
村
和
博
さ

ん
宅(

飯
島)

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。

町
内
の
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
と
学

校
生
活
や
子
育
て
の
情
報
交
換
を

し
ま
し
た
。

地
域
で
生
ま
れ
た
交
流
の
輪
、

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

▼ 世世
界界
のの
中中
のの
自自
分分
のの

役役
割割
をを
発発
見見
しし
よよ
うう
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